
対馬市ネコ条例

飼い猫は、必ずマイクロチップを
装着して登録をしましょう。
また、首輪などを装着して
飼い猫であることが
分かるようにしましょう。

無責任なエサやりは
野良猫を増やしてしまいます。
自分の飼い猫だけにエサをあげ、
正しく飼いましょう。

猫の排せつ物は飼い主が
責任を持って片付けましょう。
やむを得ず外で飼う場合、近隣の迷惑
にならないように、
徹底してください。

登録する！ 増やさない！
責任をもって飼うことのできる数に
とどめて飼いましょう。
やむを得ず外で飼う場合、
避妊•去勢手術をしましょう。

エサだけはダメ！ うんちを片付けて！

対馬市で暮らす方々に猫を正しく飼ってもらうためのルールとして、
平成22年3月に条例が制定されています。条例を守って、正しく飼いましょう。

猫についてのご相談
　条例、猫の登録について   …対馬市自然共生課 TEL:0920-53-6111(代表)

　猫の避妊•去勢手術/受診について…対馬市内の動物病院へ
　・対馬の森 どうぶつ病院(美津島町 雞知) TEL:0920-54-8755
　・対馬動物医療センター(上県町 佐須奈) TEL:090-5023-3950 

　犬猫の里親制度/地域猫活動について…長崎県対馬保健所 TEL:0920-52-0166
　
　ツシマヤマネコについて 　…対馬野生生物保護センター TEL:0920-84-5577

（対馬市ネコ適正飼養条例）

病気やケガ、交通事故などの危険から
飼い猫を守ることは、飼い主の大切な役割です。
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(回答:535人)

　 猫用トイレ、猫砂

　 エサ入れ・水入れ

通院や引っ越し、災害等の避難時に
必要です。

用意する猫用品

　 キャリーケース
　 ベッド

　 爪とぎ

トラブル対策

対馬市民向けアンケートに回答した535人のうち、
「外で自由にしているネコによる被害があるか」という
問いに対して、60％以上の方が「被害がある」と回
答しました。

ご近所トラブルの原因に…

外には危険がいっぱい

対馬市民のネコ適正飼養に関する
アンケート調査(令和元年度 実施)
調査結果(研究論文)はこちら

1匹につき1つは用意しましょう。

爪とぎは本能的な行動です。爪をといで
良い環境を与えてあげましょう。

あれば もっと快適グッズ

　 ケージ　お掃除や来客時に入れて安心。
　 キャットタワー　室内でも運動できます。
　 おもちゃ　一緒に遊べて楽しい♪

爪とぎを用意したり、傷を防止する保護
シートを貼りましょう。爪とぎの場所を覚
えると壁や家具でしなくなります。

電気コードには直接噛めないようにする
カバーを設置しましょう。コードが集ま
っている場所は、猫が入れないようにし
ておくと安心です。

猫にとって網戸を開けるのは朝飯前！
網戸や窓には補助錠を設置しましょう。
破れた網戸は修理しましょう。

猫が飲み込める大きさのもの（例：ボ
タン電池やヒモ等）は、猫が届く場所
には置かないようにしましょう。

島内のお店でも
購入できます。

交通事故 栄養失調

猫同士のケンカ

道路上では年間84頭の
猫が命を落としています。

(令和4年度対馬振興局調べ)

 1 

 2 

 3 

 4 

 1 

 2 

 3 

 4 

1     

2
3

4
5

6
7
8

1

2

3

4

5

6

7

8

感染症

被害はない
　21％

分からない
　　　15％

深刻な被害がある
13％
深刻な被害がある
13％

少し被害がある
51％
少し被害がある
51％

危険から守り、トラブルを防ぐために、猫は室内で飼いましょう。

猫を室内で飼うことで、

人も飼い猫もヤマネコも
みんなが暮らしやすい
街づくりに繋がります。

被害の内容
• 家の周りにフンをされる
• 鳴き声
• 花壇や畑が荒らされる
　　　　　　　　  など

イエネコ由来のFIV感染症（通称：ネコエイズ）
は、猫同士のケンカなどで感染がひろがります。
※ネコエイズは人には感染しません。

マダニを介して
人間にも動物にも
感染する病気です。

SFTS に
気をつけよう！

マダニが媒介するSFTS(重症熱性血小
板減少症候群)を発症したイエネコは、
重症化して約65%が死亡するといわれて
います。(国立感染症研究所ＨＰ参照)

寄生虫

猫の快適なお部屋づくり

外飼いの猫がいることで
絶滅が危惧されるツシマ
ヤマネコへの影響も懸念
されています。


